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経済連情報
安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

JA葬祭県下統一広報活動のご紹介
～「静岡県のJA葬祭」、「JAの家族葬」

認知度向上の取組～

▲JA全農WCBF野球教室で県産和牛を贈呈

▲第78回全国茶品評会

Main topics

JA葬祭県下統一広報活動のご紹介
～「静岡県のJA葬祭」、「JAの家族葬」
認知度向上の取組～ ………………………… 01
topics&news

水稲の病害虫防除を学ぶ
IPM技術指導者養成研修を開催 ……………03
酪農体験で学校の食育強化へ
牧場・乳業ふれあい体験研修を開催 …………03
全国の茶産地が品質を競う
第78回全国茶品評会 ………………………04
茶の審査技術を競う
第39回静岡茶生産青年茶審査技術競技会 …04
系統流通網活用で物流円滑に
高機能バイオ炭の物流実証を実施 …………05
学生が消費宣伝企画を提案
夏季インターンシップを開催 …………………05
生産基盤の維持強化を
第70回静岡県花卉園芸組合連合会通常総会 …05
未来の野球少年を食で応援
JA全農WCBF少年野球教室に記念品を贈呈 …06
ECサイト活用へ
JAタウン担当者研修会を開催 …………………06
揉一ひとえつゆひかりブレンドをPR
Ｊリーグ試合会場でコマーシャルを放映 …………06
最新研究紹介

イチゴ「きらぴ香」の新作型導入
シミュレーションによる高収益モデルの策定 ………07
お知らせ

テレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」のご紹介 ……09
産地直送通販サイトJAタウンからお得なキャンペーンのご紹介 …09
職員紹介 ……………………………………10
野球部大会出場報告 ………………………10



メ
イントピック

ス

main
topics

▲等身大パネル

J
A
葬
祭
県
下
統
一
広
報
活
動
の
ご
紹
介

　
〜「
静
岡
県
の
J
A
葬
祭
」、

　
　
　「
J
A
の
家
族
葬
」
認
知
度
向
上
の
取
組
〜

織
し
、
葬
祭
事
業
を
行
う
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
子

会
社
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
置
し
て
い
ま

す
。年
３
回
の
協
議
会
の
他
、葬
祭
担
当
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修
の

開
催
や
優
良
な
取
組
・
運
営
を
行
う
葬
祭

ホ
ー
ル
の
視
察
な
ど
を
通
じ
て
、
県
内
の

葬
祭
事
業
の
活
性
化
と
情
勢
・
葬
祭
ニ
ー

ズ
の
把
握
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

Ⅲ　
令
和
６
年
度
県
下
統
一
広
報
活
動

　

県
下
Ｊ
Ａ
葬
祭
で
は
、
令
和
２
年
度
よ

り
４
年
間
、
潜
在
層
を
中
心
に
ウ
ェ
ブ
広

告
を
展
開
し「
Ｊ
Ａ
葬
祭
」、「
Ｊ
Ａ
の
家
族

葬
」
の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取
組
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。令
和
６
年
度
は
、宣
伝

広
告
活
動
に
お
い
て
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
想
起
率
に
着
目
し
た
取
組
と
、
ウ
ェ

ブ
広
告
の
平
行
展
開
を
実
施
し
ま
す
。
統

　

小
規
模
葬
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
、
県

下
Ｊ
Ａ
葬
祭
で
は
、
家
族
葬
プ
ラ
ン
の
充

実
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
料
金
の
見
直
し
を

図
る
と
と
も
に
家
族
葬
専
用
ホ
ー
ル
の
設

置
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

所
有
の
ホ
ー
ル
は
、
規
模
が
大
き
い
と
い

う
認
識
か
ら
、
家
族
葬
を
求
め
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
か
ら
「
Ｊ
Ａ
の
家
族
葬
」
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
定
着
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

本
会
生
活
葬
祭
課
を
事
務
局
と
す
る
「
静

岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
」
を
組

葬
送
の
カ
タ
チ
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
、
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｊ
Ａ
葬

祭
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
動
向
や
新
規
参
入
に
よ
る
価
格
競

争
の
激
化
な
ど
、
葬
祭
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
今
後
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
本
事
業
の
永
続
的
発
展
の
た

め
、
基
盤
強
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

Ⅰ　
は
じ
め
に

　

平
成
23
年
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
作
成
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
県
下
Ｊ
Ａ
葬
祭
の
統
一
広
報

活
動
は
今
年
度
14
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
が
進
む
中
で
Ｔ
Ｖ
Ｃ

Ｍ
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
Ｈ
Ｐ
制
作
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広

告
な
ど
時
代
の
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、「
静

岡
県
Ｊ
Ａ
葬
祭
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

の
葬
儀
業
界
は
、
飽
和
状
態
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
競
合
が
多
く
、
集
客
の
た
め
に
必
要

な
広
報
活
動
は
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
役

割
を
担
う
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
県

下
Ｊ
Ａ
葬
祭
が
令
和
６
年
度
よ
り
新
た
に

取
り
組
む
県
下
統
一
広
報
活
動
の
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ　
Ｊ
Ａ
葬
祭
事
業
の
動
向

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
加
速
し
た
、
葬
儀
の

小
規
模
化
や
家
族
葬
・
直
葬
の
増
加
は
、

コ
ロ
ナ
終
息
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
本
格
的
な
多
死
社
会
に
直
面
し
て
い
く

な
か
で
、
葬
儀
単
価
の
維
持
と
多
様
な

❶ 家族葬

❷ 直　葬

❸ 一日葬

❹ 自由葬

多様化する近年の小規模葬

故人の個性や遺族の希望に合わせた
宗教にとらわれない自由な形式の葬儀

親族やごく親しい人だけで行う小規模な葬儀

通夜や告別式を行わず、直接火葬を行う形式

通夜を省略し、葬儀と告別式を1日で行う形式
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main topics

問
い
合
わ
せ
先

・・
担
当
：
く
ら
し
支
援
部
生
活
葬
祭
課

　

電
話
：
０
５
４-

２
８
４-

９
８
９
８

▲ポスター

▲プロモーション動画

Ⅳ　
お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、「
静

岡
県
の
Ｊ
Ａ
葬
祭
」、「
Ｊ
Ａ
の
家
族
葬
」

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
定
着
と
認
知
度
向

上
に
向
け
、
今
年
度
県
下
Ｊ
Ａ
葬
祭
が
取

り
組
む
統
一
広
報
活
動
の
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
県
下
Ｊ
Ａ
葬

祭
は
、
豊
富
な
実
績
と
経
験
、
地
域
に
根

差
し
た
組
織
の
強
み
を
活
か
し
、
多
様
化

す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
提
案
と

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価

値
観
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
静
岡
県

農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
情
報
共
有
を
図

り
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
の
地
域
シ
ェ
ア
維
持
・
拡

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

タ
ー
な
ど
で
活
用
す
る
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
は
、
困
っ
て
い
る
人
に
す
ぐ
に
寄
り

添
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
の
妖
精
が
街
を

眺
め
て
見
守
る
姿
を
採
用
。
日
常
的
な
イ

メ
ー
ジ
（
街
並
み
）
を
取
り
入
れ
、
い
つ

か
そ
の
時
が
き
て
も
「
Ｊ
Ａ
葬
祭
な
ら
安

心
」
に
繋
が
る
身
近
で
頼
れ
る
Ｊ
Ａ
葬
祭

を
訴
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
は
ウ
ェ

ブ
広
告
掲
載
の
他
、
本
会
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
県
内
で
活
動
す

る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
鬼
頭
里
枝
さ

ん
を
起
用
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
や

ポ
ス
タ
ー
、
等
身
大
パ
ネ
ル
な
ど
の
広
告

資
材
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
あ
な
た
の
『
そ
の
時
』
に
寄
り
添
う
」。

突
然
「
喪
主
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
々

の
不
安
を
払
拭
す
る
べ
く
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
を

擬
人
化
し
た
妖
精
に
扮
し
た
鬼
頭
さ
ん
が

Ｊ
Ａ
葬
祭
の
頼
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
さ
さ
や

く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
が

相
棒
の
よ
う
に
喪
主
に
寄
り
添
い
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
う
す
を
描
い
て
い
ま
す
。
ポ
ス

▲□□□□■□□□□■

▲県内のJA葬祭
　センターはこちら
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topics & news

県
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
員
会
（
事

務
局
：
畜
産
課
）
と
県
学
校
給
食
用
牛
乳

協
議
会
は
８
月
21
日
、
学
校
職
員
を
対
象

と
し
た
「
牧
場
・
乳
業
ふ
れ
あ
い
体
験
研

修
」を
富
士
宮
市
の
松
下
牧
場
・
富
士
ミ
ル

ク
ラ
ン
ド
で
開
き
ま
し
た
。
研
修
は
、
体

験
学
習
を
通
じ
て
学
校
職
員
に
酪
農
や
乳

業
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
食
育
と
牛

乳
飲
用
の
指
導
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
。
当
日
は
、
県
内
の
小
中
学
校
の

教
員
や
栄
養
士
な
ど
の
学
校
給
食
関
係
者

県
産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会
（
事
務

局
：
生
産
振
興
開
発
課
）
と
県
は
８
月
２

日
、
磐
田
市
の
県
農
林
技
術
研
究
所
で

「
令
和
６
年
度
Ｉ
Ｐ
Ｍ
技
術
指
導
者
養
成

研
修
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
き
、
県
や
Ｊ

Ａ
の
技
術
指
導
担
当
者
、
静
岡
大
学
の
学

生
な
ど
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

産
官
学
技
術
交
流
事
業
の
一
環
で
、
Ｉ
Ｐ

Ｍ
（
総
合
的
病
害
虫
・
雑
草
管
理
）
に
関

す
る
専
門
知
識
を
持
つ
営
農
指
導
員
の
養

成
が
目
的
。
今
回
は
水
稲
を
テ
ー
マ
に
病

害
虫
防
除
に
関
す
る
講
義
や
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

研
修
で
は
、
県
病
害
虫
防
除
所
の
研
究

員
が
水
稲
に
発
生
す
る
病
害
虫
の
生
態
と

防
除
方
法
を
講
義
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

不
稔
籾
や
斑
点
米
な
ど
を
引
き
起
こ
す
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
数
が
多
い
こ
と
を
報

告
し
、
発
生
源
と
な
る
水
田
周
辺
の
畦
畔

や
休
耕
田
の
イ
ネ
科
雑
草
の
定
期
的
な
除

草
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
薬
剤
防
除
で
は
、

散
布
剤
は
出
穂
期
と
そ
の
７
〜
10
日
後
の

２
回
散
布
を
行
う
と
防
除
効
果
が
高
い
こ

と
を
説
明
。
薬
剤
抵
抗
性
個
体
の
対
策
と

し
て
、
同
一
系
統
の
連
用
を
避
け
た
散
布

も
紹
介
し
ま
し
た
。

観
察
実
習
で
は
、
葉
い
も
ち
病
、
ご
ま

葉
枯
病
な
ど
の
病
害
や
水
稲
害
虫
を
研
究

室
か
ら
の
中
継
で
紹
介
し
、
参
加
者
は
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

酪
農
体
験
で
学
校
の
食
育
強
化
へ

牧
場・乳
業
ふ
れ
あ
い
体
験
研
修
を
開
催

水
稲
の
病
害
虫
防
除
を
学
ぶ

I
P
M
技
術
指
導
者
養
成
研
修
を
開
催

▲搾乳体験

▲イネカメムシ

▲中継でイネの病害虫を紹介する研究員

▲給餌体験

ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
搾
乳
、
給
餌
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
の
作
業
や
バ
タ
ー
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

牛
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
実
際
の
酪
農
現

場
が
体
験
で
き
る
研
修
内
容
は
好
評
で
、

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

例
年
よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
実
施
し
、
多

く
の
参
加
者
に
酪
農
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
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topics & news

全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
及
び
第
78
回

全
国
お
茶
ま
つ
り
静
岡
大
会
実
行
委
員
会

は
８
月
27
日
か
ら
の
４
日
間
、
静
岡
市
葵

区
の
静
岡
茶
市
場
で
、「
第
78
回
全
国
茶
品

評
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

普
通
煎
茶
、
深
蒸
し
煎
茶
、
か
ぶ
せ
茶

な
ど
の
７
種
８
部
門
に
18
都
府
県
か
ら

７
８
７
点
の
出
品
が
あ
り
、
本
県
か
ら
は

最
多
の
１
７
４
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

各
都
府
県
の
茶
業
研
究
機
関
や
県
な
ど
の

職
員
ら
20
人
が
、
茶
の
外
観
や
香
気
、
水

色
、
滋
味
な
ど
の
内
質
を
審
査
し
ま
し
た
。

静
岡
県
茶
生
産
青
年
会
（
事
務
局
：
茶

業
課
）
は
９
月
６
日
、
静
岡
市
葵
区
の
静

岡
茶
市
場
で
「
第
39
回
静
岡
県
茶
生
産
青

年
茶
審
査
技
術
競
技
会
」
を
開
き
、
県
内

９
Ｊ
Ａ
か
ら
62
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
団
体
の
部
は
Ｊ
Ａ
遠
州

中
央
Ｂ
チ
ー
ム
が
、
個
人
の
部
は
Ｊ
Ａ
ハ

イ
ナ
ン
の
原
間
信
太
郎
さ
ん
が
１
位
に

輝
き
ま
し
た
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
は
３
チ
ー

ム
参
加
）。

競
技
会
は
、
茶
生
産
青
年
の
技
術
向
上

と
連
帯
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
茶
の
品
質

を
判
断
す
る
技
術
の
錬
磨
が
目
的
。
参
加

者
は
、
茶
の
外
観
に
よ
る
生
産
地
の
判
定

や
、
飲
み
比
べ
に
よ
る
生
産
地
、
品
種
の

判
定
な
ど
３
つ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
の
茶
産
地
が
品
質
を
競
う

第
78
回
全
国
茶
品
評
会

茶
の
審
査
技
術
を
競
う

第
39
回
静
岡
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技
会

▲茶の外観から生産地を判定する参加者

▲飲み比べによる審査のようす ▲表彰を受ける個人の部入賞者

▲茶の外観を審査する審査員

審
査
の
結
果
、
本
県
か
ら
は
、
普
通
煎

茶
（
４
㎏
）
の
部
と
深
蒸
し
煎
茶
の
部
の

２
部
門
で
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
（
表
参
照
）。

審
査
長
を
務
め
た
農
研
機
構
果
樹
茶
業

研
究
部
門
の
佐
藤
安
志
茶
業
研
究
領
域
長

は
「
今
年
度
の
一
番
茶
は
３
月
の
気
温
低

下
で
新
芽
の
生
育
が
遅
れ
た
も
の
の
、
４

月
の
気
温
上
昇
な
ど
栽
培
管
理
や
摘
採
時

期
の
判
断
が
難
し
い
年
だ
っ
た
が
、
出
品

さ
れ
た
茶
は
優
れ
た
品
質
の
も
の
が
揃
っ

て
い
た
。
栽
培
技
術
と
製
造
技
術
の
高
さ

に
感
銘
を
受
け
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

１
等
１
席　

農
林
水
産
大
臣
賞

・
普
通
煎
茶
（
４
㎏
）
の
部

　

春
野
茶
振
興
協
議
会

　
　

栗
崎　

克
之
（
浜
松
市
）

・
深
蒸
し
煎
茶
の
部

　

農
事
組
合
法
人
東
山
茶
業
組
合

　
　

代
表
理
事　

杉
山　

裕
朗（
掛
川
市
）

個
人
の
部
の
成
績
上
位
15
人
は
、
11
月

１
日
に
同
会
場
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
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JA
静岡経済連

連 携

TOWING

JA
静岡県信連

学
生
が
消
費
宣
伝
企
画
を
提
案

夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

開
催

生
産
基
盤
の
維
持
強
化
を

第
70
回
静
岡
県
花
卉
園
芸

組
合
連
合
会
通
常
総
会

肥
料
農
薬
課
は
８
月
８
日
、
静
岡
県
信

連
と
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ト
ー
イ
ン

グ
と
連
携
し
、
同
社
が
開
発
・
販
売
す
る

高
機
能
バ
イ
オ
炭
「
宙
炭
（
そ
ら
た
ん
）」

の
Ｊ
Ａ
流
通
網
に
お
け
る
物
流
実
証
を

行
い
ま
し
た
。「
宙
炭
」
の
活
用
は
こ
れ

ま
で
、
県
信
連
が
同
社
と
連
携
協
定
を
締

結
し
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
法
人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
す
す
め
、
同
社
が
水
稲
や
葉
物
野
菜

な
ど
を
中
心
に
県
内
で
実

用
化
に
向
け
た
試
験
栽
培

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
県
内
産
地
で

の
実
用
化
を
見
据
え
た
供

給
ル
ー
ト
構
築
の
た
め
、
本

会
が
取
り
扱
い
を
開
始
。
経

済
連
を
通
じ
た
系
統
物
流

の
実
証
は
全
国
初
の
取
組

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

約
１
３
０
０
㌔
の
「
宙
炭
」

が
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
と
Ｊ
Ａ

ふ
じ
伊
豆
に
運
び
込
ま
れ

ま
れ
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
で
は

キ
ャ
ベ
ツ
、
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆

で
は
セ
ル
リ
ー
の
ほ
場
で

施
用
し
ま
し
た
。

「
宙
炭
」
は
、も
み
殻
な
ど

の
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
（
生

物
由
来
資
源
）
を
使
っ
た

バ
イ
オ
炭
に
同
社
で
培
養

▲消費宣伝企画を発表する参加学生

▲連携イメージ

人
事
教
育
課
は
８
月
20
日
と
21
日
の
２

日
間
、
就
職
活
動
中
の
大
学
生
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、
販
売
情
報
セ
ン
タ

ー
で
行
う
野
菜
の
分
荷
作
業
を
模
擬
体
験

し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
青
果
物
の
消
費
宣
伝
企
画
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
提
案
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
若
手
職
員
に

よ
る
就
活
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
し
た
。

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
（
事
務

局
・
野
菜
花
卉
課
）
は
８
月
22
日
、
県
農

業
会
館
で
通
常
総
会
を
開
き
、
県
や
Ｊ
Ａ

な
ど
の
関
係
者
ら
22
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告

お
よ
び
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
承
認
を
得
ま
し
た
。　

本
年
度
も
引
き
続
き
、「
第
40
回
静
岡
県

花
の
展
覧
会
」
の
開
催
、「
ふ
じ
の
く
に
花

の
都
し
ず
お
か
推
進
協
議
会
」
へ
の
参
画

や
販
売
促
進
活
動
な
ど
を
通
じ
、
県
産
花

き
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

系
統
流
通
網
活
用
で
物
流
円
滑
に

高
機
能
バ
イ
オ
炭
の
物
流
実
証
を
実
施

し
た
微
生
物
を
付
加
し
た
土
壌
改
良
資
材
。

有
機
肥
料
と
併
せ
て
農
地
に
施
用
し
、
土

づ
く
り
の
促
進
や
作
物
の
収
量
・
品
質
の

向
上
に
よ
る
化
学
肥
料
の
使
用
低
減
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
な
ど
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
県
内
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
協
力

し
、
栽
培
実
証
や
実
用
化
を
進
め
、
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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未
来
の
野
球
少
年
を
食
で
応
援

J
A
全
農
W
C
B
F
少
年
野
球
教
室
に
記
念
品
を
贈
呈

E
C
サ
イ
ト
活
用
へ

J
A
タ
ウ
ン
担
当
者

研
修
会
を
開
催

揉
一
ひ
と
え
つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ
ン
ド
を
P
R

Ｊ
リ
ー
グ
試
合
会
場
で

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
放
映

流
通
開
発
課
は
８
月
22
日
、
静
岡
市
内

で
通
販
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
の
担
当

者
研
修
会
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
担
当
者

ら
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
同
課
が
本
会
シ
ョ
ッ
プ

「
し
ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」
の
基
本
戦
略

や
販
売
促
進
の
取
組
を
報
告
し
た
他
、
商

品
の
見
せ
方
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
の

コ
ツ
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
良
事
例
と
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
兵

庫
県
本
部
の
担
当
者
が
同
Ｊ
Ａ
の
シ
ョ

ッ
プ
「
あ
つ
め
て
、兵
庫
。」
の
営
業
推
進

や
商
品
開
発
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
業
務
の
課
題
や
各
Ｊ
Ａ
で

の
取
組
状

況
な
ど
を

共
有
し
、

Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
の
積
極

活
用
に
向

け
、
連
携

を
強
化
し

ま
し
た
。

茶
業
課
は
９
月
７
日
、
静
岡
市
清
水
区

の
「
Ｉ
Ａ
Ｉ
ス
タ
ジ
ア
ム
日
本
平
」
で

開
催
さ
れ
た
Ｊ
リ
ー
グ
（
日
本
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
）
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
試
合

で
「
揉
一
ひ
と
え
つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ
ン

ド
」
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
ス
タ
ジ
ア
ム
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
で
放
映
し
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
ラ
シ
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
試
合
開
始
前
に
２

回
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
、
試
合
終
了
後
の
計

４
回
放
映
さ

れ
、
来
場
し

た
１
万
６
千

人
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
動

画
は
本
会
公

式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
視

聴
可
能
で
す
。

Ｊ
Ａ
全
農
が
特
別
協
賛
す
る
少
年
野
球

教
室
が
９
月
７
日
、
浜
松
市
浜
名
区
の
明

神
池
運
動
公
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
は
開
催
県
を
代
表
し
、
参

加
選
手
に
本
会
ブ
ラ
ン
ド
の
飲
料
「
み
か

ん
日
和
」
を
、
講
師
に
は
「
特
選
和
牛
静

岡
そ
だ
ち
」
な
ど
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

本
教
室
は
、「
野
球
の
楽
し
さ
」
や
「
食

の
大
切
さ
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
、
世
界
少
年
野
球
推
進
財
団
（
Ｗ
Ｃ
Ｂ

▲下段中央右から浜松市 中野市長、JA全農広報・調査部 山口次長、
　本会 藤野常務と講師ら関係者

▲バッティングを指導する真中さん

ＣＭ視聴は
こちらから▶

▲走塁を指導する辻さん

Ｆ
）
が
主
催
し
例
年
全
国
各
地
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
浜
松
教
室
で
は
、
元
プ
ロ
野
球

選
手
の
阿
波
野
秀
幸
さ
ん
、
田
村
藤
夫
さ

ん
、
辻
発
彦
さ
ん
、
真
中
満
さ
ん
ら
講
師

６
人
が
、
参
加
し
た
同
市
の
少
年
野
球
チ

ー
ム
７
チ
ー
ム
に
投
球
・
守
備
・
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
・
走
塁
の
基
本
を
指
導
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
者
向
け
の
講
習
会
や
保
護
者

向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
教
室
も
行
い
ま
し

た
。
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一
は
じ
め
に

　

静
岡
県
は
平
成
27
年
に
イ
チ
ゴ
の
新
品

種
「
き
ら
ぴ
香
」
を
育
成
し
ま
し
た
。「
き

ら
ぴ
香
」
に
は
早
生
性
や
連
続
出
蕾
性
、

果
実
の
糖
度
、
硬
度
に
優
れ
る
と
い
う
長

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
早
生
性
、
連

続
出
蕾
性
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、

高
単
価
時
期
で
あ
る
10
月
に
頂
果
房
を
、

12
月
に
第
一
次
腋
果
房
を
収
穫
で
き
る
超

促
成
作
型
を
開
発
し
ま
し
た
。（
経
済
連

情
報
２
０
２
４
年
６
月
号
参
照
）

　

今
回
は
、
イ
チ
ゴ
新
作
型
を
イ
チ
ゴ
経

営
に
導
入
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
高
収
益
と
な
る
経
営
モ
デ
ル
を
策
定

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

二　
超
促
成
作
型
の
開
発

　

一
般
的
に
、
イ
チ
ゴ
の
花
芽
分
化
を
促

進
す
る
た
め
に
は
低
温
・
短
日
・
低
窒
素

の
条
件
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
育
苗
期
に
お
い
て
は
早
期
出
荷

開
始
を
目
的
に
、
低
温
・
短
日
条
件
と
す

る
夜
冷
短
日
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
頂
果
房
の
花
芽
分
化
を
前
進
し

す
ぎ
る
と
一
果
重
が
減
少
し
た
り
、
次
の

果
房
の
出
蕾
ま
で
間
隔
が
あ
い
て
し
ま
っ

た
り
す
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

花
房
の
収
穫
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
需

要
期
で
あ
る
12
月
か
ら
２
番
花
房
の
収
穫

を
開
始
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
所
の
栽
培
試
験
で
は
、
花
芽
分
化
苗

を
９
月
末
に
定
植
す
る
普
通
作
型
と
比
較

し
年
内
収
量
は
1.5
倍
以
上
、
５
月
末
ま
で

の
収
量
も
１
割
ほ
ど
多
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

三　
超
促
成
作
型
導
入
の
設
備
投
資

　

開
発
し
た
超
促
成
作
型
を
導
入
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
設
備
投
資
額
を
試
算
し

ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ン
冷
却
処
理
を
す
る
に

あ
た
っ
て
、
夜
冷
育
苗
装
置
（
１
２
５
万

円
／
10
ａ
）、
ク
ラ
ウ
ン
冷
却
装
置

（
２
５
０
万
円
／
10
ａ
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
年
間
の
固
定
費
が
53
万
円
／
10
ａ
、

変
動
費
が
8.9
万
円
／
10
ａ
増
額
し
ま
す
が
、

収
量
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
所
得
は
普
通

作
型
と
比
べ
、
45
万
円
／
10
ａ
増
加
す
る

と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
設
備
の
投
資
回
収
期
間
を
試
算

す
る
と
、
超
促
成
作
型
導
入
に
よ
る
増
収

で
、
自
由
に
使
え
る
資
金
は
年
98
万
円
／

10
ａ
増
加
す
る
た
め
、
設
備
投
資
額
は

３
７
５
万
円
÷
98
万
円
＝
3.8
年
で
回
収
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

四　
超
促
成
作
型
を
導
入
し
た

イ
チ
ゴ
高
収
益
経
営
モ
デ
ル
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

開
発
し
た
超
促
成
作
型
を
イ
チ
ゴ
経
営

に
導
入
し
た
際
の
収
益
性
に
つ
い
て
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
、
所
得
が
最
も
大
き
く
な
る

作
型
を
組
み
合
わ
せ
、
面
積
別
（
20
ａ
、

30
ａ
、
40
ａ
）
に
イ
チ
ゴ
高
収
益
経
営
モ

デ
ル
を
試
算
し
ま
し
た
。
作
型
は
、
開
発

し
た
①
超
促
成
作
型
に
加
え
て
、
②
普
通

作
型
、
③
夜
冷
作
型
、
④
延
長
作
型
（
普

通
作
型
の
収
穫
終
了
期
間
を
７
月
ま
で
延

長
）、
⑤
超
促
・
延
長
作
型
（
超
促
成
作

型
の
収
穫
終
了
ま
で
の
期
間
を
７
月
ま
で

延
長
）の
５
つ
の
作
型
を
用
い
ま
し
た（
図

２
）。
ま
た
、
労
働
力
は
、
家
族
労
働
力

２
人
に
、
面
積
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
臨

時
雇
用
人
数
を
増
や
す
よ
う
試
算
し
ま
し

た
。

イ
チ
ゴ「
き
ら
ぴ
香
」の

イ
チ
ゴ「
き
ら
ぴ
香
」の

新
作
型
導
入
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

新
作
型
導
入
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

高
収
益
モ
デ
ル
の
策
定

高
収
益
モ
デ
ル
の
策
定

私
が紹介

します

!

静岡県農林技術研究所
農業ロボット・経営戦略科 研究員

塩田  七海
（現 静岡県くらし・環境部 生活環境課 技師）

図１　クラウン冷却処理

冷却チューブ

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
当

所
で
は
夜
冷
短
日
処
理
に
ク
ラ
ウ
ン
冷
却

処
理
（
図
１
）
を
組
み
合
わ
せ
、
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
連
続
し
た
収
穫
を
実
現
し

ま
し
た
。
市
場
単
価
の
高
い
10
月
か
ら
頂
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

労
働
力
が
平
準
化
さ
れ
る
作
型
を
組
み
合

わ
せ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
経
営
モ
デ
ル
は
、
病
害

虫
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前

提
に
し
て
い
ま
す
。
延
長
作
型
や
超
促
・

延
長
作
型
で
は
、
病
害
虫
が
発
生
し
や
す

い
時
期
に
育
苗
と
収
穫
を
同
時
に
行
う
た

め
、
病
害
虫
対
策
に
も
配
慮
が
必
要
で
す
。

五　
お
わ
り
に

　

今
後
、
本
作
型
の
県
内
イ
チ
ゴ
産
地
へ

の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
き
ら
ぴ
香
」
新
作
型
導
入
の
た
め
の
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
研
究
に
お
い
て
は
、
経
営
者
が
経

営
状
況
を
自
ら
表
計
算
ソ
フ
ト
に
入
力
す

る
こ
と
で
、
最
適
な
経
営
モ
デ
ル
を
簡
易

に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ソ
フ
ト
を

開
発
し
、
超
促
成
作
型
の
導
入
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
、２
７
３
万
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た（
図

３
）。
こ
の
時
の
必
要
な
労
働
力
は
最
大

９
人
で
、
夜
冷
育
苗
装
置
は
２
式
、
ク
ラ

ウ
ン
冷
却
装
置
は
２
式
必
要
と
な
り
ま
す

（
図
４
）。

　

な
お
、
今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
繁
忙
期
で
あ
る
収
穫
期
間
中
の
労
働

力
が
大
き
く
変
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

所
得
の
最
大
化
を
優
先
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
た
め
で
す
。
今
後
は
、

所
得
の
最
大
化
に
加
え
、
収
穫
期
間
中
の

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
イ
チ
ゴ

経
営
面
積
20
ａ
で
は
、
超
促
成+

延
長
作

型
10
ａ
、
夜
冷
作
型
10
ａ
の
作
型
構
成
に

お
い
て
所
得
が
最
も
大
き
く
な
り
、
売
上

は
２
、０
６
６
万
円
、
所
得
は
７
１
５
万

円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
こ
の

時
に
必
要
な
労
働
力
は
最
大
５
人
で
、
夜

冷
育
苗
装
置
は
１
式
、
ク
ラ
ウ
ン
冷
却
装

置
は
１
式
必
要
と
な
り
ま
す
（
図
４
）。

　

面
積
30
ａ
で
は
、
超
促
成+
延
長
作
型

10
ａ
、
夜
冷
作
型
10
ａ
、
延
長
作
型
10

磐
田
市
富
丘
６
７
８-

１

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

　

農
業
ロ
ボ
ッ
ト
・
経
営
戦
略
科

agrikeiei@
pref.shizuoka.lg.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
３
８-

３
６-

１
５
５
１

図２　シミュレーションに用いた作型

図４　シミュレーションによる規模別のイチゴ作型構成、労働力、必要設備

図３　シミュレーションによる規模別のイチゴ売上、所得

ａ
の
作
型
構
成
の
作
型
構
成
に
お
い
て

所
得
が
最
も
大
き
く
な
り
、
売
上
は
３
、

０
０
５
万
円
、
所
得
は
９
８
６
万
円
と
試

算
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
こ
の
時
に
必

要
な
労
働
力
は
最
大
７
人
で
、
夜
冷
育
苗

装
置
は
１
式
、
ク
ラ
ウ
ン
冷
却
装
置
は
１

式
必
要
と
な
り
ま
す
（
図
４
）。

　

面
積
40
ａ
で
は
、
超
促
成+

延
長
作
型

20
ａ
、
夜
冷
作
型
20
ａ
の
作
型
構
成
の
作

型
構
成
に
お
い
て
所
得
が
最
も
大
き
く
な

り
、
売
上
は
４
、１
３
２
万
円
、
所
得
は
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検索しずおか手しお屋

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ
番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放
送）に協賛し、県産米のPRを行っています。
　令和6年度の第5回目（9月21日）の放送では、タレントの村上
佳菜子さんと北村花絵アナウンサーが島田市と吉田町から「静
岡コシヒカリ」の新米を紹介しました。
　番組では、JAハイナン流通販売部の大石光太さんがビデオメ
ッセージで出演し、「島田・吉田町エリアでは、大井川用水を使
って育てているため、より美味しいお米になります、新米の光
沢や香りもぜひ楽しんでみてください」と話し、同JA管内で栽
培された「静岡コシヒカリ」をPRしました。

◀「しずおか手しお屋」ページは
　こちらから

担当：営業部 流通開発課（TEL：054-284-9728）

JAタウンでは、10月1日（火）～11月30日（土）の「JAグループ国消国産月間」に、「国産農畜産物のお客様送料負担
なしキャンペーン」を開催します！

産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ
お得なキャンペーン実施中です！お得なキャンペーン実施中です！

　「国消国産月間」の取り組みの一環として、継続
的に国産農畜産物を購入していただくきっかけをつ
くるため、キャンペーン期間中、全国各地7,000以
上の対象商品をお客様の送料負担なしで購入するこ
とができます。
　JAタウンの本会ショップ「しずおか手しお屋」で
も対象商品をご用意しますので是非ご利用くださ
い！
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JAや取引先の皆様に推進などでお伺いしている本会職員を紹介します。

職 員員 紹 介介

新
潟
県

愛
知
県

富
山
県

三
重
県

静
岡
県

石
川
県

岐
阜
県

愛
知
県

3

5 46322

12

016

0 14

趣味・特技
趣味は野球観戦とバイクに乗ることです。入会してから、
帰宅後にプロ野球を観ることが習慣となりました。最近
の目標は、北海道のエスコンフィールドで試合を観戦す
ることです。

担当業務
西部生産資材課では、肥料に関する業務を担当していま
す。肥料の流通や各地域の圃場で行われる生育調査に同
行し、実際の農業現場に触れながら多くのことを経験さ
せていただいています。

コメント
入会から半年が経ちました。まだまだ分からないことが
多く、肥料に関して勉強の毎日です。一日でも早く一職
員として、皆様のお役に立てるよう、精進していきます。

西部生産資材課

花
はなむら

村 竜
りゅうたろう

太郎

9月６日と７日、本会野球部は、三重県で行われた令和６年
度東海北陸地区県経済連・全農県本部親善野球大会に
出場しました。各県から全７チームが出場し、トーナメント
形式で優勝を争いました。本会は準優勝と大健闘し、職員
相互の親睦を深めました。

本会野球部本会野球部
がが

準優勝！準優勝！
令和６年度令和６年度
東海北陸地区県経済連・東海北陸地区県経済連・
全農県本部親善野球大会全農県本部親善野球大会
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JA静
岡
経
済
連
経
済
連
情
報

担当：営業部　流通開発課（TEL：054-284-9728）

@Google@Google
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